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学 位 論 文 題 名 

Color Science–Driven Approaches to Diagnosis and Prevention in Restorative Dentistry: 

Visibility of Recurrent Caries and Post-Bleaching Discoloration Control 

（ 保存修復における色科学に基づく診断・予防アプローチ： 

ユニバーサルシェードによる二次う蝕の視認性と漂白後着色の制御 ） 

 
 審査は、審査担当者全員の出席の下、はじめに申請者より提出論文の概要の説明が行われ、審査担当

者が提出論文の内容および関連した学問分野について口頭により試問する形式で行われた。 

色科学は、診断の正確性および治療結果の長期的な安定性の両面に影響を及ぼす点で、保存修復領域

において重要な役割を果たしている。本博士論文は、保存修復における色彩学に関連する診断的および

予防的可能性を探究する、相互に独立しつつも概念的に連関した二つの研究から構成されている。修復

材料の光学的挙動および歯質の着色感受性に着目することで、色科学が疾患の早期発見および審美的予

後の維持にどのように寄与し得るかを体系的に理解する枠組みの構築を目的とした。 

Part Iでは、コンポジットレジン修復下に生じる二次う蝕が、材料を介して視覚的に検出可能であるか

を検討した。特に、構造色に基づくユニバーサルシェードコンポジットレジンに焦点を当て、標準化し

た人工う蝕モデルを用いた一連の in vitro 実験を実施した。画像分析による色差（ΔE00）評価ならびに歯

科医師および一般観察者による視認性評価を行った結果、Omnichromaに代表される構造色型コンポジッ

トレジンは、顔料を含有する他のユニバーサルシェードコンポジットレジンや従来型コンポジットレジ

ンと比較して、下層の色調情報をより透過・反映しやすく、う蝕模擬色の視認性が高いことが示された。

これらの結果は、ユニバーサルシェードコンポジットレジンが有する固有の光学特性が、臨床医のみな

らず患者自身による二次う蝕の早期認識を促進し、適切なタイミングでの介入につながる可能性を示唆

するものであった。 

Part IIでは、これとは対照的でありながら補完的な課題として、漂白後の早期着色の予防に焦点を当て

た。歯の漂白は明度を改善する一方で、処置直後にはエナメル質表面の粗造化を引き起こし、外因性着

色に対する感受性を一時的に高めることが知られている。本研究では、漂白直後におけるフッ化物バー

ニッシュの着色抑制効果を評価した。その結果Clinpro White VarnishおよびEnamelastは、いずれもコーヒ



ー浸漬後のΔE00を有意に低減し、走査電子顕微鏡観察においてはエナメル質表面形態の部分的な回復が

確認された。これらの知見は、バーニッシュ塗布が物理的バリアとして機能する可能性や再石灰化を促

進する可能性を示唆し、漂白後の高リスク期間における審美的効果の維持に寄与することを示していた。 

以上の二つの研究は、光学特性、色安定性、透過性、ならびに表面と光の相互作用といった歯科色彩

学の原理が、診断および予防の両面で応用可能であることを示している。修復材料の光学特性と歯質の

着色感受性を統合的な枠組みの中に位置づけることで、本博士論文は、臨床領域を横断した色彩関連知

識の重要性を強調するものである。本研究成果は、病変の早期発見を支援し、保存修復における長期的

な審美性の維持に資する材料開発および臨床プロトコルの構築に貢献することが期待される。 

 

審査担当者から以下のような質問を受けた。 

1. 評価基準にRGBではなくCIELabを用いたのはなぜか 

2. ヒト抜去歯ではなくレジン歯を使用したのはなぜか 

3. 窩洞深度の設定根拠は何か 

4. う蝕を想定して設定した色の設定根拠は何か 

5. ディスクのような形態ではなく、歯の形を模したのはなぜか 

6. 各材料のフィラーや研磨後の表面性状は結果に影響するか 

7. ボンディング材を使用しなかったのはなぜか 

8. CIEDE2000の各係数はどのように調整するものか 

9. ヒト抜去歯ではなく牛歯を使用したのはなぜか 

10. 二次う蝕は一般に辺縁から進行するが、今回の実験で着色を窩洞中央に設定したのはなぜか 

11. 漂白後エナメル質および象牙質が一時的に粗造になるのはなぜか 

12. ブラッシングの条件と設定根拠は何か 

13. 実験では蒸留水に浸漬しているが仮に人工唾液に浸漬した場合、結果に影響するか 

14. 2つの研究をまとめた意義は何か 

 

 申請者はすべての質問に対して、適切かつ明快な回答・説明を行うことができた。また、今後の研究

についても発展的な将来展望を示した。 

 以上より、本研究には結果の新規性が認められると同時に、根拠に基づいた論理展開がなされていた。

申請者は本研究に関して十分な業績と知識を有していることから、博士（歯学）の学位授与に値すると

承認された。 

 


